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科学技術関係経費における各省の位置づけ及び競争的資金等について 

2016.9.6 
上 席 学 術 調 査 員   

下田 隆二  
科学技術関係経費、競争的研究資金制度における防衛省を含む各省の位置づけ等について、以下に関連の資料を整理した。 

 

１． 政府の科学技術関係予算の概要 

（１）府省別の内訳 

 
資料：内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）「平成 28 年度科学技術関係予算案の概要」平成 28 年 1 月より抜粋 
http://www8.cao.go.jp/cstp/budget/h28/h28gaiyou-1.pdf 
  

参考資料３ 
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（２）府省別・機関別 

 

 
資料：内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）「平成 28 年度科学技術関係予算案のが概要」平成 28 年 1 月より抜粋 
http://www8.cao.go.jp/cstp/budget/h28/h28gaiyou-2.pdf 
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（３）機関別（過去のシェアの推移） 

 
資料：総合科学技術・イノベーション会議第 4 回基本計画専門調査会（平成 27 年 3 月 19 日）配布資料２「研究資金の改革について（関係デー

タ）」より 
http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon5/4kai/siryo2-3.pdf 
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２． 科学技術・学術振興方策における科研費の位置づけ 

 
 日本学術振興会「科研費パンフレット 2016」によれば、研究の性格は「研究者の自由な発想に基づく研究（学術研究）」と「政策課題対応型研

究開発」に、資金の性格は「競争的資金等（公募・審査による課題選定）」と「運営費交付金等」にそれぞれ二分されるとし、この分類の中で、科

研費は研究者の自由な発想に基づく研究（学術研究）の競争的資金等に位置づけられ、それ以外の競争的資金等は府省がそれぞれ定める目的のた

めの公募型研究の実施のためと位置付けられている。 
 

 
資料：日本学術振興会「科研費‐科学研究費助成事業 2016(平成 28 年度)」（パンフレット）、2 頁 
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３．競争的資金（平成 28年度） 
 内閣府の資料によれば、平成 28 年度の競争的資金の制度及び予算額は以下のとおり。 

 
資料：内閣府競争的資金制度ホームページ「競争的資金（平成 28 年度）」 http://www8.cao.go.jp/cstp/compefund/kyoukin28.pdf 
注：競争的資金は間接経費が３０％措置される公募型のものの総称であり、間接経費が措置されない、あるいは間接経費比率が３０％に満たない

公募型の研究費制度（参考２参照）もある。 
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（参考１）主要国の民生用と国防用の科学技術予算の割合 

 
 

 
 
資料：文部科学省科学技術・学術政策研究所「科学技術指標２０１６」、28 頁 
元データは、日本は文部科学省（2000 年）、内閣府（2015 年）、海外は OECD Main Science and Technology Indicators 2015/2 
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（参考２）競争的資金と公募型の研究費制度（その１） 

 

 
資料：総合科学技術・イノベーション会議第 4 回基本計画専門調査会（平成 27 年 3 月 19 日）配布資料２「研究資金の改革について（関係デー

タ）」より 
http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon5/4kai/siryo2-7.pdf 
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（参考３）競争的資金と公募型の研究費制度（その２：文部科学省所管分の推移） 

 
資料：総合科学技術・イノベーション会議第 4 回基本計画専門調査会（平成 27 年 3 月 19 日）配布資料２「研究資金の改革について（関係デー

タ）」より 
http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon5/4kai/siryo2-8.pdf 


